
〈
内
訳
〉
低
所
得
世
帯
支
援
枠　
　

1
4
2
・
7
億
円　
　
推
奨
事
業

メ
ニ
ュ
ー
分　
21
・
1
億
円

（
建
設
局
分
）
国
交
省
関
係
予

算　
昨
年
度
比
事
業
費
ベ
ー
ス
で

約
2
・
5
倍
の
大
幅
増
！
（
23
・

7
億
円
）

地
方
分
権
が
叫
ば
れ
て
久
し
い

世
の
中
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の

財
源
の
約
３
〜
４
割
は
国
や
府
か

ら
の
支
出
金
や
補
助
金
で
あ
る
事

一
地
方
自
治
体
の
協
議
中
の
未

決
定
事
項
を
、
公
党
の
、
ま
し
て

や
幹
事
長
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
な

ど
言
語
道
断
で
あ
り
、
ま
さ
し
く

地
方
自
治
の
危
機
と
言
え
ま
す
。

12
月
11
日
の
市
会
運
営
委
員
会
に

お
い
て
、
維
新
・
京
都
・
国
民
市

議
団
の
中
野
洋
一
団
長
か
ら
、
一

連
の
経
緯
に
つ
い
て
謝
罪
が
あ
り

ま
し
た
。

◆
維
新・京
都・国
民
会
派 

団
長
謝
罪

こ
の
度
、
全
会
派
合
意
の
も
と

実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
議
員

報
酬
の
削
減
に
つ
い
て
、
事
前
の

調
整
の
段
階
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
日
本
維
新
の
会
に
よ
る
発

信
が
行
わ
れ
た
た
め
、
維
新
・
京

都
・
国
民
（
維
京
国
）
の
団
長
か

ら
謝
罪
が
あ
り
ま
し
た
。

【
経
過
概
要
】　
維
京
国
の
理
事

が
日
本
維
新
の
会
の
藤
田
幹
事
長

に
対
し
て
、
議
員
報
酬
の
削
減
に

係
る
京
都
市
会
で
の
取
組
状
況
を

報
告
。
そ
の
後
、
同
幹
事
長
の
記

者
会
見
に
お
い
て
京
都
市
会
に
お

け
る
議
員
報
酬
削
減
の
取
組
に
つ

い
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ

各
会
派
で
協
議
し
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
対
外
的
に
公
表
す
る
こ
と

は
不
適
当
な
も
の
で
し
た
。

は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
京
都
府
と
の
府
市
協
調
を
は

じ
め
、
国
と
の
連
携
を
図
る
こ
と

が
、
京
都
市
政
の
運
営
上
、
最
も

重
要
な
要
素
で
あ
る
事
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
、
自

民
党
京
都
市
会
議
員
団
は
責
任

政
党
を
標
榜
し
て
い
る
と
お
り
、

国
・
府
・
市
と
三
位
一
体
で
京
都

市
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
平
成
13
年
以
降
、

市
会
運
営
委
員
長
の
主
導
の
も
と

全
会
派
で
進
め
て
き
た
成
果
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
維
新
の
み

の
取
組
に
よ
っ
て
議
員
報
酬
の
削

減
が
な
さ
れ
た
よ
う
に
誤
解
を
招

き
か
ね
な
い
発
言
で
し
た
。

こ
れ
は
、
市
会
の
議
決
を
軽
ん

じ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
も

の
で
あ
り
、
藤
田
幹
事
長
に
は
、

京
都
市
会
の
考
え
方
と
し
て
、
訂

正
・
謝
罪
を
求
め
る
意
見
を
伝

え
、そ
の
後
の
記
者
会
見
に
お
い

て
、同
幹
事
長
か
ら
は「
我
々
だ
け

の
手
柄
だ
と
言
う
つ
も
り
は
一
切

な
い
」と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
一
連
の
経
過
を
受
け
て
、

維
京
国
の
団
長
か
ら
「
寺
田
市
会

運
営
委
員
長
を
は
じ
め
、
各
会
派

の
皆
様
に
多
大
な
御
迷
惑
を
お
掛

け
し
た
が
、
今
後
と
も
各
会
派
の

意
思
を
尊
重
し
、
情
報
発
信
に
も

一
層
留
意
し
な
が
ら
議
会
運
営
に

当
た
っ
て
い
く
」
と
謝
罪
が
あ
り

ま
し
た
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆

私
た
ち
自
民
党
京
都
市
会
議
員

団
は
、
京
都
市
民
の
自
治
を
守
る

た
め
に
、
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
と

の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、
し
っ

か
り
と
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

毎
年
度
、
自
民
党
京
都
市
会
議

員
団
は
京
都
選
出
国
会
議
員
、
ま

た
、
国
の
関
係
各
省
庁
へ
予
算
等

の
要
望
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
特
別
委
員
会
を
基
本
に
三

班
に
分
か
れ
、
予
算
要
望
を
実

施
。
今
回
、
政
府
が
「
デ
フ
レ
完

全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対

策
」
を
取
り
ま
と
め
、
京
都
市
に

お
い
て
も
、
臨
時
交
付
金
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
。

京
都
市
会
に
お
い
て
は
、
平

成
13
年
か
ら
全
国
的
に
も
先
駆
け

て
、
歴
代
の
市
会
運
営
委
員
長
の

主
導
の
下
、
全
体
の
意
思
決
定
と

し
て
議
員
報
酬
の
削
減
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
自
民
党
市
会
議
員

団
の
寺
田
一
博
市
会
運
営
委
員
長

（
上
京
区
）
の
主
導
の
下
、
極
め

て
慎
重
に
合
意
形
成
を
図
り
、
各

会
派
・
各
議
員
全
員
の
賛
同
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
議
員
報
酬
は
、
各
々
の

身
分
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ま

さ
に
人
権
に
関
わ
る
話
で
あ
る
た

め
、
多
数
で
決
定
す
る
よ
り
も
、

全
議
員
一
致
で
の
議
決
が
望
ま
し

い
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。た

だ
、
今
回
の
条
例
の
議
決
に

あ
た
っ
て
、
非
常
に
残
念
な
こ
と

が
起
こ
り
ま
し
た
。

日
本
維
新
の
会
の
藤
田
文
武
幹

事
長
が
、
京
都
市
会
に
お
い
て
極

め
て
慎
重
に
合
意
形
成
を
図
っ
て

い
る
議
員
報
酬
削
減
に
関
し
て
、

協
議
中
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

本
件
を
自
分
た
ち
の
手
柄
の
よ
う

な
形
で
記
者
会
見
さ
れ
た
の
で
す
。

（
京
都
市
会
H
P 

令
和
５
年
11
月

13
日
付
の
お
知
ら
せ
に
詳
し
く
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。）

①�全員制中学校給食実施のための
　基金積立…25億円
②�民間保育園等への人件費等補助金
の充実…４億円
　（保育の充実のために拡充）
③�こどもまんなか公園魅力アップ
　プロジェクト…約１．３億円
　（公園・児童遊園の遊具充実や園内補修）など
人口減少対策を一気呵成に進めるため
の補正予算となっている。
自民・公明・共産・立民・民フ・無２
名は賛成。維新・京都・国民は反対。

さらに 物価高を踏まえ、低所得者世
帯に対し７万円をプッシュ型で追加給
付するための補正予算約191億円を
全会一致で可決しました。
私たち自民党京都市会議員団は党
利党略ではなく、市民の為の政治
を行います‼

自
民
党
京
都
市
会
議
員
団
の
予
算
要
望
が
結
実
。

予
算
要
望
が
結
実
。

臨
時
交
付
金
の

臨
時
交
付
金
の��

を
最
大
限
確
保

を
最
大
限
確
保
!!!!

議
員
報
酬
の
　
　

議
員
報
酬
の
　
　��

を
実
施
！

を
実
施
！

４
年
で
５
億
円
を
捻
出
➡
京
都
市
会
議
員
67
名
全
会一致
を
以
て
の
提
案
条
例
と
し
て
議
決
。

⇨�

こ
の
５
億
円
は
物
価
高
騰
対
策
な
ど
で
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
市
民
生
活
の
支
援
や
デ
フ
レ

か
ら
脱
却
で
き
る
た
め
の
施
策
な
ど
と
し
て
活
用
さ
れ
る
事
を
提
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１班

２班

３班

11月補正予算概要
子育て・教育及び環境の子育て・教育及び環境の
更なる充実更なる充実
職員給与の改定など職員給与の改定など
約56.7億円が約56.7億円が
賛成多数によって可決賛成多数によって可決

削
減

増
額

令和6年1月14日 自由民主党京都市会議員団ニュース 第81号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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保
育
の
実
現
と
持
続
可
能
な
園
運

営
の
た
め
決
断
し
、
充
実
し
た
こ

の
制
度
は
来
年
度
以
降
も
堅
持
し

ま
す
。
定
員
変
更
に
つ
い
て
は
来

年
４
月
か
ら
要
件
を
更
に
緩
和
し
、

年
度
当
初
の
利
用
実
態
に
よ
る
引

下
げ
が
可
能
と
な
る
よ
う
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

京
都
の
玄
関
口
の

ハ
ー
ド
対
策
を

■
富
き
く
お
議
員
（
質
問
）
市
の

玄
関
口
・
京
都
駅
の
混
雑
緩
和
を

図
り
、
市
民
・
観
光
客
の
安
全
性

向
上
、
京
都
全
体
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
た
め
、
施
設
の
改
善
を
進

め
る
べ
き
で
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
今
後

の
京
都
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、

京
都
駅
そ
の
も
の
の
受
入
能
力
を

拡
大
す
る
「
ハ
ー
ド
対
策
」
が
不

可
欠
で
、
関
係
事
業
業
者
と
の
協

議
を
加
速
し
実
現
に
向
け
た
道
筋

を
示
し
て
参
り
ま
す
。

域
や
社
会
の
発
展
を
支
え
る
と
の

気
概
と
責
任
を
持
ち
、
誰
も
が
幸

せ
と
平
和
を
享
受
で
き
、
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
、
こ
れ
か
ら
も
、
京
都
の
文

化
力
、
市
民
力
、
人
間
力
を
生
か

し
た
、
社
会
総
が
か
り
の
取
組
が

推
進
さ
れ
、
京
都
市
全
域
で
花
開

く
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

■
下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
救
急
現
場
に
居

合
わ
せ
た
人
）
が
行
う
応
急
手
当

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
た
め
、
応
急
手
当
を
実
施
で

き
る
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の
養
成
を

よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
消
防
局
と

事
業
所
と
の
連
携
に
よ
り
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
促
進
や
、
市
民
や
観
光

客
の
応
急
救
護
を
進
め
て
こ
ら
れ

た
経
緯
も
踏
ま
え
、
事
業
所
と
の

連
携
体
制
を
更
に
強
化
し
、
応
急

手
当
を
更
に
促
進
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

■
坂
越
健
一
副
市
長
（
答
弁
）
下

村
議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
今
後

も
救
急
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
中
、
応
急
手
当
の
実
施
体
制
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
京

都
が
誇
る
民
間
事
業
所
の
力
を
生

か
し
た
取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。　

　

そ
の
た
め
、
自
主
的
に
救
命
講

習
を
行
う
民
間
事
業
所
へ
の
支
援

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
表
彰
制

度
を
設
け
る
な
ど
、
応
急
手
当
の

で
き
る
従
業
員
の
養
成
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
新
た
な

制
度
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
は
都
市
活
性
化
の
礎

■
下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
不

登
校
児
童
生
徒
の
増
加
、
教
師
の

多
忙
化
や
成
り
手
不
足
、
施
設
老

朽
化
や
体
育
館
エ
ア
コ
ン
整
備
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

研
究
等
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面

で
喫
緊
の
課
題
も
あ
る
が
、
変
動

が
激
し
く
先
の
見
え
な
い
時
代
に

お
い
て
も
、
都
市
の
活
性
化
の
礎

は
教
育
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
在

職
時
か
ら
半
世
紀
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
取
り
組
ん
で
き
た
市
長
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
教
育
へ

の
期
待
や
願
い
は
い
か
が
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）「
一

人
一
人
の
子
ど
も
を
徹
底
的
に
大

切
に
す
る
」
と
の
理
念
の
下
、
保

護
者
、
地
域
、
大

学
、
企
業
等
の
方
々

と
共
に
行
動
し
、
学

力
向
上
や
、
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
子
ど

も
を
育
む
公
教
育
の

責
務
を
果
た
し
、
元

堀
川
高
校
校
長
の
荒

瀬
克
己
先
生
が
、
教

員
出
身
者
と
し
て
初

め
て
国
の
中
央
教
育

審
議
会
の
会
長
に
就

任
さ
れ
る
な
ど
、
公

教
育
改
革
の
モ
デ
ル

と
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
育
こ
そ
が
地

■
富
き
く
お
議
員
（
質
問
）
在
任

中
「
現
地
現
場
主
義
」
を
貫
か
れ

た
が
、
16
年
間
を
振
り
返
っ
た
総

括
と
、
今
後
の
京
都
市
の
課
題
は

何
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
就
任

当
時
は
過
去
最
大
の
赤
字
、
急
速

に
進
む
少
子
高
齢
化
な
ど
課
題
が

山
積
み
し
て
い
た
が
、
危
機
を
乗

り
越
え
る
知
恵
や
力
は
現
場
に
あ

る
と
徹
底
し
て
貫
き
、
市
民
の
皆

様
か
ら
貴
重
な

ご
意
見
や
勇
気

を
頂
き
ま
し
た
。

議
会
と
も
二
元

代
表
制
の
下
、

車
の
両
輪
と

な
っ
て
必
要
な

政
策
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
行

財
政
改
革
と
成

長
戦
略
を
推
進

し
、
持
続
可
能

な
行
財
政
へ
の

道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
京
都
の
未
来
の
た
め
に
足
腰

の
強
い
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
人

口
減
少
対
策
を
は
じ
め
成
長
戦
略

を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
展
開
発

展
さ
せ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

保
育
園
人
件
費
の�

補
助
制
度
に
つ
い
て

■
富
き
く
お
議
員
（
質
問
）
京
都

市
で
は
保
育
に
つ
い
て
は
10
年
連

続
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
。
全
国

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
施
策
を
推

進
し
、
保
育
士
の
処
遇
も
本
市
独

自
の
プ
ー
ル
制
補
助
金
に
よ
り
、

他
都
市
と
比
べ
高
い
水
準
を
維
持

し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
よ
り

新
し
い
人
件
費
補
助
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。事
前
の
説
明
が
不
十

分
な
た
め
多
く
の
園
で
不
安
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。今
回
の
補
正
予
算

に
よ
り
制
度
拡
充
を
決
断
し
た
市

長
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
市
長
と
な
っ
て
も
市
が

続
け
て
き
た
手
厚
い
支
援
を
継
続

し
て
ゆ
く
べ
き
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
後
と
も
安

定
し
た
園
の
運
営
の
た
め
、
少
子

化
に
よ
る
受
入
児
童
数
の
定
員
引

下
げ
ル
ー
ル
の
更
な
る
柔
軟
化
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
新
制

度
に
よ
り
保
育
士
等
の
人
件
費
も

増
加
し
た
が
、
一
層
充
実
し
た

保
育
士
の
先
生
が
見
守
る
な
か
、
元
気
に
遊
ぶ
園
児
た
ち

�

応
急
手
当
の
体
制
強
化
に
つ
い
て

「
救
急
安
心
都
市
・
京
都
」
を
目
指
し
て

市
民
の
安
心
を
守
る
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に
よ
る
応
急
手
当
の
更
な
る
促
進
を

下
村
あ
き
ら 

議
員

⃝

下
京
区

１   門川市長４期16年の総括について

２   民間保育園等の人件費補助金について

３   京都駅の混雑緩和について

⃝富きくお議員の質問項目⃝

１   門川市長４期16年の取組と京都の未来のまちづ
くりについて

２ 子どもたちの今と未来のための教育の一層の充
実について

３ 市民の安心を守る・バイスタンダーによる応急
手当の更なる促進について

４ 観光都市・京都におけるトイレ環境の更なる充
実について

５ 高瀬川再生プロジェクトについて（要望）

⃝下村あきら議員の質問項目⃝

二
元
代
表
制
の
も
と
で
政
策
推
進

財
政
基
盤
の
確
立
と
人
口
減
対
策
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

門
川
市
政
４
期
16
年
を
評
価
す
る

富
き
く
お 

議
員

⃝

山
科
区

【
代
表
質
問
】
11
月
市
会
（
12
月
１
日
）

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
養
成
の
救
命
講
習

令和6年1月14日自由民主党京都市会議員団ニュース第81号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

2



■
山
本
し
ゅ
う
じ
議
員
（
質
問
）

公
共
交
通
網
の
維
持
・
充
実
は
行

政
が
担
う
べ
き
で
あ
る
が
、
山
科

で
は
自
発
的
に
各
地
域
の
方
々
が

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
山
科
区
内

の
市
バ
ス
運
行
路
線
の
充
実
・

拡
大
や
、
地
域
事
情
に
寄
り
添
っ

た
支
援
策
を
講
じ
て
欲
し
い
。
ま

た
、『
道
の
駅
や
ま
し
な
』
の
よ
う

な
拠
点
施
設
を
造
る
こ
と
や
、
京

都
刑
務
所
の
移
転
も
視
野
に
入
れ
、

交
通
課
題
対
策
、
観
光
振
興
策
と

合
わ
せ
て
、
山
科
区
創

立
５
０
周
年
の
節
目
に

向
け
て
『
山
科
再
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
は
？

■
門
川
大
作
市
長
（
答

弁
）
山
科
地
域
の
生

活
交
通
の
維
持
・
確
保

に
全
力
で
取
り
組
む
と

と
も
に
、
山
科
の
持

つ
魅
力
を
組
み
合
わ

せ
て
、
更
な
る
観
光

振
興
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。『
山
科
再
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
に
つ
い
て

は
、
山
科
区
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
視
点
と
考
え
て
お
り
、
全
庁

一
丸
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

り
組
み
ま
す
。　

観
光
対
策
と�

公
共
交
通
の
維
持
を

■
山
本
し
ゅ
う
じ
議
員
（
質
問
）

手
ぶ
ら
観
光
の
推
進
を
は
じ
め
と

す
る
観
光
課
題
対
策
の
評
価
と
今

後
の
方
向
性
は
？
ま
た
、市
バ
ス
・

地
下
鉄
の
安
定
的
な
運
行
の
為
に

も
担
い
手
確
保
が
何
よ
り
も
重
要

で
あ
る
。給
与
改
定
の
補
正
予
算

案
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、職
場
環

境
の
整
備
を
図
り
、公
共
交
通
網

の
維
持・
充
実
、観
光
課
題
対
策
と

合
わ
せ
て
、市
長
の
考
え
は
？

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
観
光

課
題
対
策
等
、
様
々
な
取
組
を

実
施
し
て
き
た
。
手
ぶ
ら
観
光
の

推
進
に
は
手
応
え
を
感
じ
て
お
り
、

国
や
府
と
も
連
携
し
な
が
ら
取
組

を
進
め
ま
す
。

　

市
バ
ス
・
地
下
鉄
の
担
い
手
確

保
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
職
員

が
働
き
甲
斐
を
持
っ
て
仕
事
が
で

き
る
職
場
環
境
の
整
備
、
給
与
を

は
じ
め
と
す
る
処
遇
の
改
善
、
柔

軟
な
働
き
方
が
で
き
る
制
度
の
構

築
な
ど
に
対
し
、
中
長
期
的
な
視

点
も
持
ち
、
取
組
を
強
化
し
ま
す
。　

伝
統
行
事
伝
承
へ
の

取
組
に
つ
い
て

■
山
本
し
ゅ
う
じ
議
員
（
質
問
）

伝
統
的
な
無
形
民
俗
文
化
財
等
の

保
存
会
を
『
京
都
民
俗
芸
能
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』
の
よ
う
な
形
で
繋
ぐ

こ
と
が
で
き
な
い
か
？
さ
ら
に
、

指
定
登
録
文
化
財
以
外
の
伝
統
行

事
も
対
象
に
し
て
拡
大
・
発
展
す

る
こ
と
で
、
郷
土
愛
の
醸
成
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
を
図

り
、
和
装
な
ど
の
伝
統
産
業
振
興

に
も
繋
が
る
取
組
だ
と
思
う
が
？

■
砂
川
敬
文
化
芸
術
政
策
監
（
答

弁
）
文
化
庁
と
も
連
携
し
、
幅
広

い
保
存
団
体
が
交
流
を
深
め
る

場
を
創
出
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や

伝
統
産
業
の
振
興
に
も
寄
与
す
る

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　京都市とキーウ市（ウクライナ）は、1971年（昭和
46年）に姉妹都市提携を締結してから半世紀以上にわ
たり、文化を中心とした交流を続けてきました。
　この度、12月６日から８日にかけて、キーウ市副市
長をはじめとする代表団が、ウクライナの文化・芸術を
広く紹介するとともに、戦禍の中厳しい状況にあるキー
ウ市はじめ各都市に対する支援継続を呼びかけました。
　京都市では、皆様からお預かりした寄付金を活用し、
キーウ市へ使い捨てカイロ約35万個を提供しています。
現地では現在も医療品が不足するなど人道支援が必要
な状況と伺っております。皆様からの御支援に感謝申し
上げますとともに、引き続きの御協力をお願い致します。

物価高騰への更なる対応、市民生活の安心安全対策を強力に推進！
国の「デフレ完全脱却のための総合経済対策」の財源等を最大限活用！

ポ
イ
ン
ト

◦�低所得者の子育て世帯に
対する扶養児童１人当た
り５万円給付
◦�福祉施設・子育て施策へ
の支援
◦�就労継続支援事業所への
支援
◦�公共交通への支援

など

➡市民生活・事業者の下支えにつながる物価高騰対策
これまでの度重なる支援に加え、更にきめ細かな支援を実施

➡市民生活に直結する防災・減災、老朽化対策
（道路、公園、学校など）
国への徹底した要望により、国の財源をこれまで以上に確保
※�道路・橋りょう、河川、公園等の国補助金→前年度の2.5倍を確保

１   京都市東部エリアの交通課題対策、観光振興策等、『山科
再興プロジェクト』の立ち上げについて

２ 公共交通網の維持・発展に向けた担い手の確保と、『モビ
リティ・マネジメントの推進』、観光課題対策等について

３ 民俗芸能文化の伝承と振興の為、保存会をつなぐ、『京都
民俗芸能ネットワーク』の立ち上げについて

⃝山本しゅうじ議員の質問項目⃝

京
都
市
東
部
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て

交
通
課
題
対
策
、
観
光
振
興
策
、
都
市
計
画
の
見
直
し
を

『
山
科
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』の
立
ち
上
げ

山
本
し
ゅ
う
じ 

議
員

⃝

山
科
区

民族音楽家グループ「ドニプロ」

大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
山
科
区
を
再
び
興
す
！

12月　補正予算 �102億円

姉妹都市キーウ市代表団
京都市訪問京都市訪問

～文化・芸術紹介と引き続きの支援呼びかけ～
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皆さん皆さんのの

ご意見・ご
要望

ご意見・ご
要望をを

お寄せ下さ
い

お寄せ下さ
い

〒604-8571 京都市中京区河原町御池
自民党京都市会議員団
 jimin3@nifty.com FAX.257-3091

　

門
川
大
作
京
都
市
長
が
今
任
期
で
引
退
さ
れ
る
こ
と
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

４
期
16
年
に
渡
り
、
京
都
市
政
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
重
責
を
担
っ
て
こ
ら
れ

た
事
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
政
治
家
で
も
あ
る
一
方
で
、
行
政
組
織
の
ト
ッ

プ
と
し
て
の
京
都
市
長
に
対
し
て
求
め
る
力
を
各
議
員
に
聞
き
ま
し
た
。

次
の
市
長
に
求
め
る
力

　

厳
し
い
社
会
状
況
の
中
、

私
た
ち
が
進
め
る
「
行
財
政

改
革
計
画
」
を
着
実
に
実
行

し
、
明
る
い
京
都
市
の
未
来

像
を
明
確
に
市
民
に
示
し
、

市
民
の
求
め
る
政
策
の
実
現

に
向
け
、対
立
で
は
な
く
、対

話
の
で
き
る
こ
と
。

田
中
た
か
の
り

右京区

　

少
子
化
問
題
を
最
重
要
課

題
と
し
て
捉
え
、
伝
統
的
文

化
の
維
持
と
革
新
的
な
都
市

開
発
の
調
和
、
市
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
持
続

可
能
な
発
展
を
目
指
し
、
環

境
保
全
へ
取
り
組
む
こ
と
を

望
み
ま
す
。 み

ち
は
た
弘
之

伏見区

　
「
市
民
に
寄
り
添
う
力
」

「
子
育
て
・
教
育
・
文
化
を
大

切
に
す
る
力
」「
京
都
経
済
を

活
性
化
す
る
力
」「
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
力
」「
人
口
流
出
を
止
め
る

力
」
を
北
区
か
ら
次
期
市
長

に
求
め
て
い
き
ま
す
！

谷
口
み
ゆ
き

北区

またきち
（京都市会マスコット
　　　　キャラクター）

　

未
来
志
向
で
力
強
く
成
長

戦
略
を
推
し
進
め
る
真
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
推
進
力
。

市
民
の
心
根
を
し
っ
か
り
と

理
解
し
、
先
人
た
ち
が
築
い

て
き
た
歴
史
と
文
化
を
誇
り

に
文
化
首
都
・
京
都
の
更
な

る
推
進
を
実
行
す
る
力
。

山
本　
恵
一

北区

　

京
都
市
民
の
５
人
に
１
人

は
伏
見
区
民
。
伏
見
区
の
躍

進
な
く
し
て
京
都
市
の
繁
栄

な
し
。
ら
く
な
ん
進
都
を
は

じ
め
と
す
る
京
都
市
南
部
地

域
の
潜
在
力
を
さ
ら
に
引
き

出
す
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
期
待
し
ま
す
。

橋
村　
芳
和

伏見区

　

多
様
な
意
見
を
聞
き
ま
と

め
上
げ
る
力
と
、
自
身
の
信

念
に
基
づ
い
て
突
き
進
む
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
情
報

発
信
力
、
合
わ
せ
て
分
か
り

や
す
く
市
民
に
伝
え
る
力
が

必
要
。

田
中　
明
秀

西京区

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
流

出
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
観

光
と
市
民
生
活
の
調
和
を
図

り
、
長
い
歴
史
と
文
化
が
根
付

く
京
都
に
こ
れ
か
ら
も
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
率
先
し
て
取
り
組

め
る
リ
ー
ダ
ー
が
理
想
で
す
。

井
上
よ
し
ひ
ろ

右京区

　

京
都
市
職
員
1
万
人
超
の

組
織
を
束
ね
総
括
で
き
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
そ
し
て

慕
わ
れ
る
人
間
性
及
び
知
見

に
加
え
、
国
・
府
と
連
携
が

で
き
、
市
民
の
た
め
の
財
源

を
獲
得
し
、
生
み
出
す
事
が

で
き
る
力
。 平

山
た
か
お

東山区

　

市
民
の
代
表
で
あ
る
市
会

の
意
見
を
最
大
限
尊
重
す
る

の
は
当
然
で
あ
り
、
爽
や
か

な
緊
張
関
係
の
も
と
、
自
由

闊
達
な
議
論
を
重
ね
る
こ
と

が
で
き
る
能
力
と
、
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
に
陥
ら
ず
決
断
で
き

る
こ
と
が
基
本
で
す
。

椋
田　
隆
知

南区

　

積
極
的
な
財
政
政
策
を
進

め
、
多
く
の
市
民
、
団
体
、
企

業
の
皆
さ
ん
の
声
に
も
し
っ

か
り
と
耳
を
傾
け
、
西
脇

知
事
や
国
と
の
連
携
の
下
に

世
界
の
文
化
首
都
京
都
を
創

り
、
未
来
へ
引
き
継
い
で
い

く
大
き
な
力
を
求
め
ま
す
。

さ
く
ら
い
泰
広

左京区

　
「
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」

幅
広
い
市
民
の
声
に
耳
を
傾

け
、
調
和
を
図
る
こ
と
。「
世

界
の
京
都
市
」
の
顔
と
し
て
、

品
格
と
見
識
、
行
政
・
政
治

経
験
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
。

未
来
に
希
望
が
持
て
る
政
策

と
実
現
力
！ 山

本
し
ゅ
う
じ

山科区

　

行
政
の
長
と
し
て
市
民
の

声
を
受
け
と
め
実
現
す
る
力

が
必
要
。
そ
の
た
め
に
も
組

織
を
統
率
す
る
力
を
持
ち
、

国
や
府
と
連
携
で
き
る
力
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
。
文
化

首
都
京
都
の
代
表
と
し
て
発

信
す
る
力
が
大
切
で
す
。

寺
田　
一
博

上京区

　

持
続
可
能
な
行
財
政
改
革
、

市
民
生
活
と
観
光
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
、
世
界
に
突
き

抜
け
る
魅
力
の
あ
る
京
都
を

創
る
た
め
の
強
い
思
い
・
考

え
を
持
つ
方
。合
わ
せ
て
、そ

れ
を
市
民
に
発
信
す
る
力
が

必
要
。

森
田　
　
守

右京区

　

著
し
い
人
口
減
少
化
や
多

く
の
課
題
と
向
き
合
う
中
で

地
域
の
活
性
化
や
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
し
、
い
つ

い
か
な
る
時
も
市
民
生
活
が

停
滞
す
る
事
の
な
い
よ
う

１
４
５
万
人
の
舵
取
り
が
担

え
る
方
を
望
み
ま
す
。

西
村　
義
直

西京区

　

時
代
の
流
れ
を
的
確
に
掴

む
力
や
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
へ

の
迅
速
な
対
応
力
。国
と
の
連

携
や
府
市
協
調
を
含
む
総
合

的
な
判
断
力
。パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
な
く
、
市
民
に
誠
実
に

対
応
し
、
正
し
い
理
解
と
協

力
を
求
め
ら
れ
る
発
信
力
。

津
田　
大
三

中京区

　

50
年
後
・
１
０
０
年
後
の

京
都
市
を
見
据
え
、
国
と
の

緊
密
な
連
携
を
府
市
協
調
に

よ
り
持
続
可
能
な
行
財
政
を

確
立
し
、
成
長
戦
略
を
加
速

す
る
と
と
も
に
市
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
り
ぬ
き
「
未
来

へ
の
責
任
」
を
果
た
す
力
。

富　
き
く
お

山科区

　

私
た
ち
の
大
切
な
千
年
の
都
・

京
都
。
市
民
や
地
域
等
の
声
を
市

政
に
反
映
す
る
門
川
市
長
の
現

地
・
現
場
主
義
の
姿
勢
を
継
承

し
、
国
と
の
連
携
、
西
脇
知
事
と

の
府
市
協
調
の
下
、
持
続
可
能
で

誰
も
が
住
み
よ
い
京
都
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
汗
す
る
人
材
。

下
村
あ
き
ら

下京区

　

元
教
育
長
市
政
が
二
代
続

き
、
教
育
や
保
育
、
福
祉
、
伝

統
、
文
化
や
景
観
等
は
徹
底

充
実
し
ま
し
た
が
、
今
後
は

そ
れ
ら
全
て
の
財
源
と
市
民

生
活
を
支
え
る
経
済
、
市
内

中
小
企
業
、
新
産
業
へ
の
注

力
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

し
ま
も
と
京
司

南区

自由民主党
京都市会議員団に
聞きました

令和6年1月14日自由民主党京都市会議員団ニュース第81号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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